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自治会・町内会に入って地域力アップを
～地域活動への積極的な参加をお願いします～
京都市は「地域コミュニティ活
性化推進条例」を制定し、自治
会・町内会を中心とする地域活
動を応援しています。

犬の登録と狂犬病予防注射を
お忘れなく

　生後91日以上の飼い犬は、

毎年一回の狂犬病予防注射

と生涯一度の登録が義務付

けられています。次の日程で

予防注射と登録を行います。

会場にお越しになれない方

は、動物病院で必ず受けるようにしてくだ

さい。

●会場での費用／注射のみ：3,300円
　　　　　　　　登録と注射：6,900円

※会場には、犬を制止できる方が犬にリード

などを付けお越しいただき、ビニール袋など

を携帯し、責任を持ってフンや尿の後始末を

してください。

●問い合わせ先／区保健センター衛生課
(☎592-3486)

〈優秀賞〉
「体操服エコリサイクルプロジェクト『いってらっしゃい、おかえりなさい』」
山科学生衣料組合

　エコ体操服をより広めていくた

めに、山科区の小学生全員の投票

により選ばれたロゴマークを来年

度から新１年生の体操服に付け販売。

●問い合わせ先／市民ぐるみ運動山科区推進本部事務局（区まちづくり推進担当☎592-3088）

〈最優秀賞〉
「落ち葉を使って腐葉土づくり」
京都市立安朱小学校

　校内の落ち葉で腐葉土

を作成。できた腐葉土は、

校内の花壇やプランター

に植物を植える際に利用。

〈最優秀賞〉
「継続的な取組による省エネを実践！」
科研製薬株式会社　京都事業所

　空調冷暖房温度管理の推進、無駄な照明の間引き、

ＬＥＤへの切り替え、環境省が呼びかけている「ＣＯ２

削減・ライトダウンキャンペーン」への参加、毎月16

日をライトダウンの日と定めた活動などを実施。

〈優秀賞〉
「ゴーヤのグリーンカーテンで節電効果ＵＰ！」
京都市山階児童館

　夏の間は、西日がきつく、室内温度も

上昇し、クーラーも毎日フル稼働でした

が、グリーンカーテンを始めてからは、見た目も涼

しく節電にも役立っています。

団体・地域の部

企業の部

OFF

安朱小学校正門の花時計
にも腐葉土が入っています。

会　場 日時（全て 4 月）
鏡山小（正門） 4日（月）　午後2時～3時
音羽川小（東門） 5日（火）　午後2時～2時30分
山階小（南門） 5日（火）　午後3時～3時30分
山階南小（正門） 6日（水）　午後2時～3時30分
四ノ宮地蔵堂 7日（木）　午後2時～2時30分
安朱小（正門） 7日（木）　午後3時～3時45分
勧修小（正門） 8日（金）　午後2時～3時
山科保健センター

（山科区総合庁舎南側） 10日（日）　午後2時～3時30分

音羽小（正門） 11日（月）　午後2時～2時45分
花山中学校（正門） 12日（火）　午後2時～3時15分
大塚自治会館 13日（水）　午後2時～2時45分
陵ヶ岡小（北門） 14日（木）　午後2時～2時45分
百々小（東門） 15日（金）　午後2時～3時30分
理容あかつき駐車場

（新十条通大石道交差点
を東に50m南側）

18日（月）　午後2時～2時45分

小野自治会館 19日（火）　午後2時～2時45分
大宅小（南門） 20日（水）　午後2時～3時
小金塚集会所 21日（木）　午後2時～2時45分

「みんなのエコアクション！山科」入賞取組
　皆さんもこれらの取組を参考に、地球環境にやさしい生活を実践してみませんか。
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催
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催
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催
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の
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し
く
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ご
し
て
い
る
ら
し
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と
い
う
話
を
耳
に
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と
だ
そ

う
で
す
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大
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孤
独
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寂
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さ
が
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っ
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う
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そ
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を
思
い
、
被
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者
だ
け
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な
く
独
居
の
高
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者
、
障
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で
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ち
の
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緒
に
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迎
え
る
会
を
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画
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と
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こ
と
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で
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半
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半
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が
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画

会
議
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ね
る
う
ち
に
熱
意
も
高

ま
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、
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に
第

１
回
目
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携
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ザ
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第39回
み
ん
な
で「
第
２
期
山
科
区
基
本
計
画
」に
取
り
組
も
う
！
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●問い合わせ先／区総務・防災担当(☎592-3065)
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